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宮古島南西部土壌の理化学`性

大屋弘

（琉球大学農学部）

KazuhiroOYA：Physicalandchemicalpropertiesofselectedsoilsinthesouthwestareａ

ｏｆＭｉｙａｋｏｌｓｌａｎｄ

今回は前報Ⅱ)に続き宮古島の主として南西部の数箇所

の土壌を調べる機会を得たのでその理化学性について報

告し、あわせて主要作物のサトウキビ肥培との関係を論

じてみたい．

２．土壌のサンプリングと分析方法

調査とサンプリングは宮古島南西部の上野村字新里か

ら平良市宇久具に至る地帯を中心にして行ない，さらに

城辺町および平良市北部の土壌についても前報を補足す

る意味で調査した．調査およびサンプリング地点は第１

１．はじめに

作物の生産増大を図ろためには耕地面積を拡大するこ

とおよび単位面積当たりの生産資材の投下量を増加させ

ることが考えられるが、可耕地面積の限られた沖縄では

必然的に後者の比重が大きくならざるを得ない．このこ

とと関連して肥料、土壌改良剤などの施用．かん水，排

水．侵食防止などの対策、輪作の組入れその他合理的な

土壌管理を行うためには士壌の理化学性を把握すること

が必要である．

Ｉ
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3４ 沖縄農業第14巻第２号（1978年）

図に示すとおりである．①～⑩の地点は前報に載せたと

ころであり、今回の調査に含まれるのは⑪～⑭の地点で

ある．⑪～⑯地点のサンプリングは1975年12月に横井氏

（名古屋市在、若鈴コンサルタンツ）が行ない、分析は

著者が担当した．⑳～⑭地点は沖縄製糖（株）のキビ原

料搬入区域（⑳を除く）の土壌であり，1976年６月に著

者が調査，サンプリングと分析を行なった．第１図に使

用した基図は前報のとおりである．（掲載図のスケール

は約20万分の１）

土壌の分析には径２ｶM力H目の筋を通した風乾土を使用

し、前報1）と同じ分析法を用いた．但しサンプルNo.2３

とNo.25～32,およびNo.３４のｐＨは携帯用測定セット

（Soiltex）で検定し、またNo.21とNo.33の土性はピペ

ット法で分析した．

３．結果および考察

土壌サンプルを採取調査した地点の地名，地目、母材

（母岩）．堆積様式などは第１表に示すとおりで，２．

３の例を除いて殆どがさんご石灰岩に由来する土壌であ

った．班化学性の分析結果は第２表に示すとおりであ

る．

第１表．土壌サンプリング地点名．地目，母材，堆積様式など

地点番号 母材および堆積様式地点名地目

上野村字宮国（西側）

上野村字野原（西側）

上野村字新里．前原

キビ畑さんご石灰岩．残積，排水良好、さんご石灰岩礫
あり．士層１”以上

畑さんご石灰岩、残積．排水良好，さんご石灰礫あ
り，６０”より母岩

休閉畑さんご石灰岩．残積．排水良好、さんご石灰岩礫
あり、６０”より母岩

キビ畑さんご石灰岩．残積．排水良好、さんご石灰岩礫
あり，７０噸より母岩

休閑畑さんご石灰岩，残積、排水中～良・さんご石灰岩
礫あり，５０噸より母岩

休閑畑さんご石灰岩，残積．排水良好、さんご石灰岩礫
あり，４０醜より母岩

キビ畑さんご砂．海成沖積、平担．排水良好．土層50”
以上

休閑畑河海成沖積．平担，排水中～不良、土層Ｍｚ以上

畑(道路法面)さんご石灰岩，残積．排水良好、さんご石灰岩礫
あり．９０cm11より半風化母岩

キビ畑さんご石灰岩．残積．わずかに南西に傾斜・排水
良好．３０噸より母岩

キビ畑非固結岩．水積～残積、平担、土層50醜以上．排
水中程度

畑（富貴豆）非固結岩．水積～残積、平担，排水良好

１
２
３
４
５
６
１

１
１
１
１
１
１
２

上野村字大嶺、宮国から大嶺
に入る三又路の南

上野村ソパンメ，上野寄り、
県道宮国線東側

上野村字新里（東側）県道城辺下
地線と上野北部線の交叉点南側

平良市宇久具、大浜原

下地町川満，沖糖東側

上野村字野原，豊原

2２

２３
４
５
６
７
８

２
２
２
２
２

平良市山中

城辺町字長間，長南
（ナガナン）

城辺町字長間．長中
（ナガチュウ）

平良市大野越 非固結岩．水積～残積、わずかに北西に傾斜、排
水中～良

さんご石灰岩、残積．わずかに北東に傾斜，排水
良好

さんご石灰岩，残積、平担、排水良好

さんご石灰岩，残積，北西に傾斜，排水良好

さんご石灰岩、残積．平担．排水良好

キビ畑

畑．耕起中平良市中添道

平良市大浦、田原の東側

平良市大浦（北側）

平良市島尻．野田畜産センターの
西側

平良市成川（南側）

下地町字洲鎌、棚根石川（アダン
ダー）

下地町洲鎌とツンフグの中間

９
０
１

２
３
３

畑、耕起中

キビ畑

畑、耕起中

3２

３３

畑，耕起中

キビ畑

さんご石灰岩，残積，北東に傾斜，排水良好

非固結岩およびさんご石灰岩．残積，わずかに東
に傾斜，排水良好

非固結岩．水積～残積、わずかに南に傾斜、排水
中程度

3４ キビ畑
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きい、換性圏塩基の大半はカルシウムによって占められ

ているので塩基置換容量に対する置換性カルシウムの多

少が土壌のｐＨおよび塩基飽和度に大きく影響する

No.１４および15の表層では塩基置換容量に対して置換性

カルシウムが少ないので塩基飽和度も低くなっていろ．

No.１４では塩基飽和度の割にｐＨが高いのは異例である

が，この場合は置換性カリウムがｐＨに影響しているの

かも知れない．

No.２５，２６，２７，２９地点ではｐＨが低いので置換性カル

シウムも少ないと考えられろ．ｐＨを上げ、置換性カル

シウムを増加させるためには炭カルの施用が勧められる

が、炭カルの施用適量については前報')で触れた．

土壌によっては置換性カルシウムの量が塩基置換量を

越えていろ．これはここで用いた分析法（中性１規定酢

安使用）では土壌中の遊離炭酸塩が溶出するためであ

る．

マグネシウム：マグネシウム（Ｍｇ）も植物栄養元

素として重要であり，カルシウムと同様に土壌ｐＨが或

程度高ければ量的に不足は起らないと考えられろ．但し

作物がマグネシウムを吸収する程度はカリウムとのバラ

ンスにより左右されろ．今回分析した土壌では置換性マ

グネシウムはカリウムより多いので問題はないと思わ

れろ．

カリウム：カリウム（Ｋ）は肥料の三要素の一つと

して知られているとおり作物による吸収量も多く、これ

の施用量が作物の収量と品質を左右する場合がある．一

般に土壌中置換性カリウムの量と作物のカリウム吸量収

との間には高い相関関係があることが知られていろ．沖

縄で得られた例では土壌の置換性カリウム（Ｋｍｅ／

1009）が0.14,0.53,0.54のときサトウキビの10アール

当たりカリ（Ｋ２０吸収量はそれぞれ３２，３５．４６"であっ

た2)．（46A,の吸収はジャーガルの稲嶺統土壌で蕨茎収

量が10アール当たり13.5トンのときに認められた．）

今回調査分析した宮古島南西部の土壌では置換性カリ

ウムは土壌1001当たり0.3～1.0ｍｅ（力W当量）の範囲に

あいサトウキビの現在の収量水準（例えば1975／76年

度沖糖原料区域の10アール当たり平均収量6.5トン（夏

植ノまたは4.5トン（春植および株出））を維持する分

には支障はないと考えられるが、高い収量水準を目標と

するときにはカリウム含量の低い方の土壌にはカリ肥料

の増施が必要となろう．

ナトリウム：ナトリウム（Na）は植物の必須元素であ

るが，多過ぎろと土壌の物理性を悪化きせＴ作物には塩

害を引き起すおそれがある．小さな島では土壌のナトリ

（１）土壌反応について

今回調査分析した20地点の土壌のうちでｐＨ6以下の酸

性を示すものはわずかに４地点（No.２５，２６，２７，２９）

であった．No.２５とNo.２６地点は城辺町字長間のいわ

ゆるジャーガル地帯といおれるところで．耕土が深く沖

糖原料搬入区域の中では常に平均以上の反省収量を示す

サトウキビ収量の高い士壌であるろ．この辺りはかって

水田耕作が行なわれていたといわれる．地形も平担なの

で降雨の多い時には一時的に過湿になる条件下にある．

しかし干ばつ年には土壌からの水分供給が良いためにサ

トウキビの収量は守定して上るようである．地形的に他

の場所よりや》低温となっているためにジャーガル地帯

と呼ばれているようであるが、沖縄本島の大部分のジャ

ーガルとは異なり、土壌の反応は酸性（ｐＨ4.5～4.6）で

塩基含量も高くないと思われろ．このジャーガル地帯の

ところどころに稀塩酸で発泡する泥灰岩質堆積の露出が

みられるが．その面積は余り大きくないようである．

No.27地点の士壌は前報のNo.１土壌と類似しており．

反応は酸性で塩基含量も低いと思われろ．以上のNo.２５

２６，２７地点の土壌はいずれも士層が深いので適当な塩基

分（特に炭カル）の施用を行なえばサトウキビに好適な

土壌である．

No.２９地点は近くに隆起さんご石灰岩の露頭が散見さ

れるところであり、畑一つの中でコーラルを敷いた道路

寄りではアルカリ性を示すが、道路から離れたところで

は酸性を示した．さんご石灰岩に由来する土壌でも施肥

管理条件の如何で土壌が酸性化するという具体例であ

ろう．

その他の地点の土壌については土壌反応の面で特に問

題はないようである．

（２）塩基置換容量について

今回の調査においても前回と同様に塩基置換容量は土

壌1009当たり10～20jIi9当量CD髄囲のものが多い．

No.２１の塩基置換容量は著しく低いが，これは平良市

字久貝の海岸の畑でさんご砂の多い砂地である．こちは

粘土分が少なく腐植も少ないので肥料養分や水分の保持

力が低いとみなされる．

Oyaら3)の提案している沖縄島土壌の肥沃度グルーピ

ングによると塩基置換容量（10Ｍ当たりjIW当量）が１０

以下のものはＬ（小），１０～20はＭ（中），２０以上はＨ

（大）となっていろ．

（５）置換性塩基類

カルシウム：カルシウム（Ca）は植物栄養元素として

重要であると同時に，土壌の理化学性に及ぼす影響も大
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No.２４地点（平良市山中）は例年収量．ブリックスと

も低い畑であるがサトウキビ葉のりん酸含量（0.50％）

をみる限りではりん酸不足とは考えられない．窒素とカ

リを常量施用しているとすればむしろ耕土が浅いことが

低収、低ブリックスの原因と考えられろ．耕土が浅いと

きには水分供給力が不足し，また窒素やカリの長期供給

力が低くなる．

No.３３地点（アダンダー）は下地武三氏耕作の畑で耕

土深く、キビ葉のりん酸含量も高いこのサトウキビの

収量は10アール当たり７～８トン（1977年３月収かく時

に下地武三氏と平良栄輝氏目測）でブリックスは18～２１

度で10本の平均は20度であった．

（６）窒素について

窒素は分析しなかったが沖縄では一般に窒素地力は余

り期待できないので．サトウキビを栽培する場合には目

標収量に応じてりん酸とのバランスを考えながら施肥畳

を定める必要があろう．

（７）物理性について

No.２１土壌以外は殆んど軽埴土（粘土分25％以上）ま

たは重埴土（粘土分50％以上）となっており，いわゆる

重い士が多い．No.3３（第１回株出栽培中）の心土の三

相分布を調べたところでは固相率38％・液相率47％，気

相率15％であった．この固相率は良い方であるが、士が

重いために株出回数が進むと固相率が高くなり、士が固

くなるおそれがある．有機物の施用により士の膨軟性を

維持し、あわせて雨水の侵入．水1分保持力を保つことが

必要であろう．

（８）±壌統

調査土壌の諸性質を山田ら5)の士壌統につき合せてみ

ると，No.１１，１３，１４地点の土壌は大浦統に、No.15,

16地点の土壌は吉野統に，No.22地点の土壌は川満統に

属するものと思われろ．その他の地点の土壌については

より詳細な調査を行なった上でなければ士壌統の判定は

困難である．

ウムは海水の飛散に起因することが多いと思われるが．

雨量が多いという関係もあって異常な蓄積はみられな

い．分析で明らかにされた範囲では問題はないであろ

う？

（４）腐植について

表土の腐植含量はNo.22を除くと2.1～4.1％の範囲に

ある．宮古島の気候条件下では畑土壌における腐植の分

解消耗は大きいと考えられるので，腐植がこれ以上に蓄

積するような対策は困難であるしかし常時有機物の施用

を行ない現在の程度以下に落ちないようにすることが必

要である．

No.２２士壌は腐植含量は高いが，サトウキビが夏枯れ

を起したりする特異な土壌である．この土壌における夏

枯の原因については分析のみでは推定不可能であり．現

地での細かい調査が必要である．

（５）有効態りん酸について

No.21土壌蓬除くと総て有効態りん酸は根跡(trace)程

度しか検出されない．またりん酸吸収係数が比較的高い

土壌が多いことなどから今回調査した土壌にはりん酸増

施の必要性が高いといえる．

有効態りん酸の測定法には各種の方法があり、こ凸で

用いたツルオーグ法はその一つに過ぎないツルオーグ

法が沖縄の各種土壌の有効態りん酸（特にサトウキビに

対する）測定法として最適なものかどうかについては実

験データがないが、比較値としては参考になろう．

りん酸はサトウキビの生育初期の光合成作用（すなわ

ち乾物生産）におよぼす効果が大きいといわれており．

国頭マージ（安田統土壌）において有効態りん酸がl5jiV

（P205/1009）含まれる場合でも過石を常量より多施す

るとサトウキビの初期生育量が増加することが認められ

ている４)．

ちなみに1976年６月にNo.２１，２４，３３地点から採取し

たサトウキビ葉（第３～６葉）を分析したところ、りん

酸（Ｐ205）含量はそれぞれ０．３３．０．５００５９％であっ

た．No.２１地点（久貝．大浜原）では可給態りん酸が

3.11ﾘリ（1001の土壌当たり）含まれるにもかきわらずキ

ビ葉のりん酸含量は低い原因はいろいろ考えられるが

砂地であるために水分の供給が少ないこと、また置換性

カルシウムが多過ぎろ（塩基置換容量に対して）ために

りん酸の吸収が抑えられることなどが主な原因であろ

う．害虫アオドウガネの被害のためこのサトウキビの収

量は得られなかったが類似土壌におけるキビ原料収量は

約7.5トン（10アール当たり）でブリックスは17～18度

であった．

４．まとめ

宮古島の南西部を中心に20箇所の土壌の理化学性を調

べ，その結果を主としてサトウキビ肥培との､関係で論じ

た．一般に有効態りん酸含量が少なく､土性が細かいこ

とが特徴的であった．
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